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原子力の社会受容性向上に必要と考えられる要件について、日本学術振興会先導的研究開発委員会「原子

力は未来技術たりえるか」において議論した内容について述べる。 

キーワード：安全性向上、核セキュリティ、社会受容性、リスクコミュニケーション 

 

1. 緒言 

東京電力福島第一原子力発電所事故を経た現在、原子力技術の今後については、単なる技術論を越えて、

社会受容性、社会/経済システムの在り方、今後のエネルギー政策などを含めた極めて多角的な議論が必要

となっている。日本学術振興会先導的研究開発委員会「原子力は未来技術たりえるか」（委員長：芹澤昭示）

は、産・官・学界の若手研究者・技術者が集まり、原子力をあらゆる角度から見つめ、自由闊達な意見交

換・議論を深化させる場を創出し、深く幅広い知見と倫理観を共有することを目的に設置された。本委員

会では、幅広いテーマを取り上げた講演会、WG 活動、委員自身の研究紹介、グループ討論、原子力関連

施設の視察研修など行った。WG 活動については、2 つの WG が設置され、抽出した論点に基づいて各々

の提言をまとめた。本稿では、委員会の設立趣旨と活動概要および第 2WG で得られた意見を中心に述べる。 

2. 委員会活動について 

本委員会は 2013 年 10 月 1 日~2016 年 9 月 30 日までの 3 ヵ年として設置され、12 回の幹事会、13 回の

委員会活動（11 回 31 件の講演会、3 回の現場視察研修を実施）を行った。講演会においては、毎回主テー

マを設定し、原子力推進・反対を問わず、第一線の講師を産・官・学界から招き、活発な討論と多様な議

論を通して、理解を共有するように努めた。さらに、原子力事故の実態及び原子力技術開発の現状を肌で

感じ理解するために東京電力福島第一原子力発電所および六ケ所再処理工場、中部電力浜岡原子力発電所

等々の視察研修を行った。 

WG 活動では、関東地区（第 1WG）と東海・関西地区（第 2WG）においてそれぞれ自由な討論活動を行

い、主に原子力技術の社会受容性を中心に意見を集約した。詳細は、委員会報告書[1]を参照されたい。 

3. 第 2WG における主な論点 

第 2WG では、主に、「原子力が社会に受容されるに必要な技術」と「原子力の社会受容性向上に必要と

考えられる要件」について、多角的に検討を行い、特にリスクコミュニケーションによる合意形成におけ

る問題点、原子力技術の新たな展開、原子力事故即応部隊の設立について意見をまとめた。 
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